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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の下振れ懸念が生じるなか、金融・財政政策の後押

しにより企業収益や雇用環境に改善がみられ、公共投資も堅調に推移するなど、景気は緩やかな回復基調を続けて

まいりました。しかしながら、夏場の天候不順もあり、消費税率引き上げ後の個人消費の持ち直しが遅れたこと、

また急激な為替相場の変動から輸入物価の上昇が懸念されるなど、先行きは不透明な状況で推移しております。 

 当社グループの主要な事業が属する建設業界におきましては、東北地方の震災復興工事が続くなか、防災・減災

対策工事を含めた官公庁工事が高水準にありました。また、消費税率引き上げに伴う住宅着工の減少はあるもの

の、人手不足の解消には至らず、建設費は高止まりが続いております。 

 このような状況のもと、当社グループにおきましては、施工現場での「品質と安全」に心掛けるなかで、収益力

の向上に注力してまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は112億19百万円（前年同期比16.0％増）、営業利益は５億89百

万円（前年同期比63.3％増）、経常利益は５億99百万円（前年同期比42.1％増）、四半期純利益は３億32百万円

（前年同期比115.3％増）となり、売上高・利益ともに前年同期を上回ることができました。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、当社における会社組織の変更に伴い不動産部を新設したことからセグメン

トの区分を変更し、それに伴い表示方法を変更しております。前年同期の数値につきましては、組み替えた数値で

比較しております。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ５億59百万円増加し、169億96百万円とな

りました。これは主に法人税等の支払いにより現金預金が減少した一方で、ファクタリング方式により譲渡した売

上債権の未収相当額の増加や施工機械等の購入により有形固定資産が増加したことによるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ２億90百万円増加し、79億４百万円となりました。これは主に未払法人税

等が減少した一方で、有形固定資産購入に伴う債務や借入金が増加したことによるものであります。また、純資産

合計につきましては、前連結会計年度末に比べ２億69百万円増加し、90億91百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年度３月期の連結業績予想につきましては、平成26年５月９日に公表いたしました連結業績予想を記載し

ております。なお、業績予想の修正が必要な場合には、判明次第速やかにお知らせいたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

（４）追加情報

（表示方法の変更）

 従来、不動産賃貸収入、不動産賃貸原価については「営業外収益」及び「販売費及び一般管理費」の区分に計

上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より「売上高」、「売上原価」の区分に計上する方法に変更いた

しました。 

 この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組み替えを行って

おります。この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「受取賃

貸料」に表示していた2,076千円は「売上高」に、「販売費及び一般管理費」に表示していた1,096千円は「売上

原価」に組み替えております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 6,449,655 5,833,489 

受取手形・完成工事未収入金等 5,853,350 5,484,195 

未成工事支出金等 401,701 632,254 

未収入金 794,691 1,865,616 

その他 147,499 189,096 

貸倒引当金 △22,898 △53,875 

流動資産合計 13,623,999 13,950,777 

固定資産    

有形固定資産 2,201,238 2,569,679 

無形固定資産 114,812 106,321 

投資その他の資産    

その他 586,215 461,422 

貸倒引当金 △89,723 △91,778 

投資その他の資産合計 496,492 369,644 

固定資産合計 2,812,543 3,045,644 

資産合計 16,436,543 16,996,421 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 4,757,705 4,818,517 

1年内返済予定の長期借入金 127,032 285,865 

1年内償還予定の社債 20,000 20,000 

リース債務 84,531 113,114 

未払法人税等 467,571 263,980 

未成工事受入金 39,878 134,995 

引当金 127,919 103,720 

その他 653,263 797,663 

流動負債合計 6,277,902 6,537,858 

固定負債    

社債 10,000 － 

長期借入金 285,632 254,338 

リース債務 263,798 367,501 

退職給付に係る負債 565,682 576,074 

その他 211,290 169,020 

固定負債合計 1,336,404 1,366,934 

負債合計 7,614,306 7,904,792 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,710,900 1,710,900 

資本剰余金 2,346,319 2,346,319 

利益剰余金 4,411,515 4,660,964 

自己株式 △279,600 △279,600 

株主資本合計 8,189,133 8,438,583 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 49,060 30,171 

為替換算調整勘定 △1,936 △3,911 

その他の包括利益累計額合計 47,123 26,260 

新株予約権 16,058 27,649 

少数株主持分 569,921 599,136 

純資産合計 8,822,236 9,091,629 

負債純資産合計 16,436,543 16,996,421 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 9,676,084 11,219,645 

売上原価 8,337,585 9,610,253 

売上総利益 1,338,498 1,609,391 

販売費及び一般管理費 977,370 1,019,777 

営業利益 361,128 589,614 

営業外収益    

受取利息 1,154 2,303 

受取配当金 2,727 4,124 

仕入割引 11,172 9,956 

保険返戻金 847 2,423 

物品売却益 4,459 3,098 

為替差益 52,674 － 

その他 6,196 5,371 

営業外収益合計 79,231 27,277 

営業外費用    

支払利息 8,847 4,020 

売上割引 1,831 1,628 

為替差損 － 11,703 

撤去解体費 7,901 － 

営業外費用合計 18,579 17,352 

経常利益 421,779 599,538 

特別利益    

固定資産売却益 23,627 2,291 

投資有価証券売却益 8,438 － 

債務保証損失引当金戻入額 － 3,235 

特別利益合計 32,066 5,527 

特別損失    

固定資産処分損 1,772 2,245 

その他 － 292 

特別損失合計 1,772 2,538 

税金等調整前四半期純利益 452,073 602,528 

法人税等 172,749 235,797 

少数株主損益調整前四半期純利益 279,323 366,730 

少数株主利益 125,034 34,525 

四半期純利益 154,289 332,205 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 279,323 366,730 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,747 △18,888 

為替換算調整勘定 △5,254 △5,485 

その他の包括利益合計 △1,506 △24,373 

四半期包括利益 277,817 342,357 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 152,782 311,342 

少数株主に係る四半期包括利益 125,034 31,014 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）受注高・売上高・受注残高内訳表

前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 9,928,878 5,566,505

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 9,928,878 5,566,505

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりません

ので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 9,590,031

 土木建築コンサルティング全般等事業 83,975

 その他の事業 2,076

合  計 9,676,084 

 

 

当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 13,475,316 8,704,187

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 13,475,316 8,704,187

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりません

ので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 11,144,941

 土木建築コンサルティング全般等事業 68,637

 その他の事業 6,066

合  計 11,219,645

 

 当社グループは、従来「建設事業」及び「土木建築コンサルティング全般等事業」をセグメントとしておりまし

たが、当社における会社組織の変更に伴い不動産部を新設したことにより、第１四半期連結会計期間より不動産賃

貸事業等を「その他の事業」として追加しております。

 なお、当該変更に基づく前第２四半期連結累計期間の情報は、変更後のセグメントにより記載しております。
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